
◎　施策の基本情報

◎　前年度の評価の振り返り

1　施策の目指す姿の実現に向けた主な取組

２　成果指標

３　成果指標の達成状況

施　策　評　価　シ　ー　ト　（ 平 成 ２ ９ 年 度 実 績 評 価 ） 

総
合
計
画
中
期
プ
ラ
ン

政策№ 2-2 政策名 生活基盤の充実
政策の

目指す姿
生活に必要な基盤が整い、
快適に暮らしています

施策
主管課

建築住宅課
施策主管
課長名

鎌田　基功

施策№ 3 施策名 住宅の安定確保
施策の

目指す姿
安心して生活できる住宅を確
保しています

関係課名 都市政策課

現状と課題

・木造住宅の耐震診断を実施しても補強工事に至る例が少なく、平成２７年度末の実績では耐震診断件数270件に対し、耐
震工事を行った件数は15件にとどまっています。
・市営住宅は、平成27年度末の管理棟数235棟のうち19棟（約8％）が耐用年数を超過しており、老朽化が進んでいます。
・人口減少による住宅ストックの余剰が更に進み、空家問題がより深刻化する恐れがあります。
・東日本大震災の沿岸被害者を受け入れる災害公営住宅を建設する必要があります。

(1)市営住宅の整備・維持管理
○市営住宅の適正な戸数等、維持管理の方針について、花巻市公営住宅等長寿命化計画の改正に合わせ再検討
　・I 棟改修実施設計
　・公営住宅等長寿命化計画改定業務委託
　・天下田住宅H棟16戸改修工事（前年度繰越）
○花巻地区中心市街地への災害公営住宅および地域優良賃貸住宅の建設
　・災害公営住宅用地取得・実施設計業務委託
(２)街なか居住の推進
○高齢社会に対応した居住環境の充実
　・高齢者向け優良賃貸住宅の入居者へ家賃補助
○良好な市街地住宅の供給
(３)安全な建築物の整備促進
○耐震基準に満たない可能性のある住宅、大規模建築物の解消
　・旧耐震基準の木造住宅の耐震診断費用を補助

成果指標名
成果指標設定の考え方

（なぜ、この指標で成果を測
ることにしたのか）

成果指標の測定企画
（どのように実績を把握す

るのか）
単位

数値
区分

Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１

市営住宅大規模改修
計画に対する進捗率

市営住宅の長寿命化の
進捗状況を示す指標

大規模改修を計画してい
る252戸を母数とし、改修
済累計戸数との割合で進
捗度合いを測定する。
進捗率＝改修済累計戸
数／改修計画戸数252

％

目標値 57.1 66.7 73.0 73.0 79.4 84.1

実績値 57.1 57.1 76.2 82.5

住宅の耐震化率

市内全住宅に占める耐
震住宅の割合を示す指
標
昭和56年以前に建築さ
れた旧耐震住宅の改修
を進め、耐震化率の向上
を図る必要がある

住宅の耐震化率＝耐
震化住宅数／市内全
住宅数約32,000件（平
成27年12月末） ％

目標値 65.5 66.6 67.7 69.0 70.1 71.2

実績値 65.7 67.1 68.7 71.0

達成度 達成状況に関する背景・要因

Ａ

市営住宅大規模改修計画に対する進捗率…【達成度ａ】
・市営住宅は、改修による長寿命化を計画的に進めている。
住宅の耐震化率…【達成度a】
・ここ数年、市耐震改修補助の例はないが、新築や古い住宅の改築により住宅の耐震化率は確実に向上している。

（前年度評価時の今後の方向性）
・市営住宅は、計画と内容を見直しながら確実に改修を進める。
・耐震工事の実施を促すため倒壊を免れる程度の耐震補強工事等に対する補助事業を行う。

（反映状況）
・公営住宅等長寿命化計画を改定した。
・平成29年度から補助の上限額を増やし、新たに簡易な耐震補強工事に対する補助を行い利便性を図った。
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４　施策を構成する事務事業一覧

５　施策を構成する事務事業の検証

番
号

事務事業名 担当課 施策への貢献度

事業内容（活動実績）
対象 意図

成果
直結度

天下田住宅Ｉ棟改修実施設計（16戸）、前年度繰越　天下田住宅Ｈ棟改修工事（16戸）
1-1

市営住宅環境改善事業 建築住宅課 間接・
少数

直結
B

B

公営住宅等長寿命化計画改定業務委託
1-2

市営住宅環境改善事業 建築住宅課 間接・
少数

直結
B

B

高齢者向け優良賃貸住宅の入居者へ家賃補助
2

高齢者居住支援事業 建築住宅課 間接・
少数

直結
-

B

沿岸被災者受け入れのため、災害公営住宅建設に係る用地取得・実施設計
3

公営住宅等建設事業 建築住宅課 間接・
少数

直結
-

B

木造住宅の耐震補強の推進のため、耐震診断費用(4件）簡易耐震補強（1件）に対して補助
4

木造住宅耐震化推進事業 建築住宅課 間接・
少数

直結
C

B

5

公民連携推進事業 都市政策課 間接・
少数

間接・
補完 C

C

間接・
少数

間接・
補完

-

C

公民連携プロフェッショナルスクールへの参加（2回）

7

リノベーションまちづくり推進事業 都市政策課

・リノベーションスクールの開催(シンポジウム開催：1回）
・民間自立型まちづくり会社の育成と支援（不動産オーナー面談：６人）

間接・
少数

6

都市再生推進事業 都市政策課

・旧エセナ跡地における広場整備にかかる用地取得及び実施設計等
・花巻病院移転整備に対する補助金交付（補助金支援：1件、協議・調整・ヒアリング等：48人・回）
・図書館複合施設等整備方針検討及びＪＲ花巻駅周辺整備基本計画調査の委託業務（業務委託発注：2件）

（課題）
・木造住宅の耐震診断を実施しても補強工事を実施しない。

（今後の方向性）
・木造耐震診断で補強工事の必要な所有者に対し、取組方法について説明する。

（①市民ニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストのわりに成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか）
・なし

（施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか）
・木造住宅の耐震補強の補助を、活用しやすくするため民間事業者との勉強会の実施をする。

（新たに取り組むべき事業はないか）
・まちなかを活性化するため子育て世帯向け地域優良賃貸住宅を民間で整備する。

間接・
補完 A

C

６　施策の総合的な評価
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